
安
永
三
年
二
七
七
四
年
）
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
『
解
体
新
書
』

の
原
書
は
、
一
七
三
四
年
に
ラ
イ
デ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
Ｇ
・
デ
ィ

ク
テ
ン
訳
の
食
Ｃ
昌
一
用
烏
匡
且
侭
①
弓
四
国
①
ｐ
ご
で
、
さ
ら
に
こ
の
原

書
は
一
七
三
二
年
に
ド
イ
ツ
語
で
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
（
現
グ
ダ
ン
ス
ク
）

で
刊
行
さ
れ
た
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
Ｑ
ｏ
ｇ
国
冒
シ
烏
日
廃
屋
言
匡
の
）

著
の
食
シ
ロ
四
ｓ
目
の
ｇ
①
弓
号
①
扁
己
こ
（
『
解
剖
学
表
」
）
第
二
版
で
あ

プ
（
》
○

演
者
は
一
九
九
六
年
の
五
月
と
十
月
の
二
度
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

グ
ダ
ン
ス
ク
に
赴
き
、
国
立
グ
ダ
ン
ス
ク
公
文
書
館
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
グ
ダ
ン
ス
ク
図
書
館
な
ど
で
ク
ル
ム
ス
に
関

す
る
新
史
料
を
入
手
し
た
。
そ
れ
は
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
の
記
録
簿
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
「
故
］
○
．
シ
ロ
ク
ル
ム
ス
博
士

の
手
槁
『
医
学
博
士
に
て
正
教
授
の
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
に
よ
り
、
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「
解
体
新
書
」
の
原
著
者

Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
に
つ
い
て
新
史
料

石
田
純

郎

出
来
事
の
記
録
の
た
め
に
書
か
れ
た
、
一
七
二
五
年
以
降
の
ダ
ン

チ
ッ
ヒ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
特
別
な
事
柄
の
私
的
日
誌
』

か
ら
の
抜
粋
」
（
以
後
「
抜
粋
」
と
略
す
）
、
学
位
論
文
を
含
む
彼
の

著
作
、
伝
記
な
ど
で
あ
る
。
以
後
の
記
載
で
、
従
来
信
じ
ら
れ
て

き
た
点
を
正
す
べ
き
事
項
に
は
（
＊
）
印
を
付
け
た
。

「
抜
粋
」
は
六
頁
で
、
ラ
テ
ン
語
混
じ
り
の
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
ク
ル
ム
ス
は
一
七
二
五
年
五
月
二
三
日

に
、
ダ
ン
テ
ッ
ヒ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
医
学
と
自
然
哲
学
の
教
授

に
任
命
さ
れ
た
。
同
年
の
最
上
学
年
、
八
・
九
年
生
と
そ
の
下
の

六
・
七
年
生
の
授
業
時
間
割
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ク
ル
ム
ス
は
こ

の
内
、
八
・
九
年
生
へ
医
学
（
一
コ
マ
、
た
だ
し
一
コ
マ
は
六
○
分
）
、

自
然
学
（
二
コ
マ
）
、
六
・
七
年
生
へ
自
然
学
二
コ
マ
）
の
授
業
を

行
な
っ
た
。
こ
の
授
業
科
目
名
か
ら
こ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
高
学

年
で
は
大
学
の
教
養
部
レ
ベ
ル
の
学
問
が
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
こ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
名
称
に

シ
８
号
目
目
冒
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
普
通
の
ド
イ

ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
よ
り
水
準
が
高
か
っ
た
。

Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
は
一
六
八
九
年
三
月
二
三
日
（
＊
）
に
ヴ
ロ

ッ
ワ
フ
で
生
れ
た
。
父
は
パ
ン
焼
き
職
人
の
ア
ダ
ム
（
醇
烏
白
）
、
母
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ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
一
五
五
八
年
に
創
立
さ
れ
、

ミ
ヨ
房
吊
国
勉
同
（
現
在
名
、
目
四
個
三
四
の
面
ご
）
西
の
フ
ラ
ン
チ
ス

ヵ
ナ
ー
修
道
院
の
建
物
に
置
か
れ
た
が
、
一
八
一
二
年
に
廃
校
と

な
っ
た
。

日
没
。

は
マ
リ
ア
・
フ
レ
ゲ
ル
（
冨
冑
国
国
侶
里
）
、
兄
は
ヤ
ン
・
イ
ェ
ジ

イ
（
旨
ご
］
閏
昌
）
で
あ
る
。
ま
ず
ブ
ロ
ッ
ワ
フ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

に
通
い
、
両
親
の
没
後
、
一
七
○
四
年
に
兄
の
い
る
グ
ダ
ン
ス
ク

に
転
居
し
、
そ
こ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
通
っ
た
。
一
七
三
年
に

ハ
レ
、
一
七
一
四
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
次
い
で
ラ
イ
プ
チ
ッ

ヒ
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
大
学
で
学
び
、
一
七
一
五
年
五
月
二

二
日
（
＊
）
に
バ
ー
ゼ
ル
大
学
で
医
学
博
士
号
を
取
得
し
た
。
そ
の

後
ラ
イ
デ
ン
で
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
講
義
を
聴
講
し

た
。
一
七
二
五
年
に
グ
ダ
ン
ス
ク
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
授
に
就

任
し
た
。
ま
た
グ
ダ
ン
ス
ク
市
嘱
託
物
理
学
者
の
公
職
を
遂
行
し

た
。
皇
帝
博
物
学
協
会
、
ベ
ル
リ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
。
一

七
二
一
年
、
雑
貨
商
ク
シ
シ
ト
フ
・
ロ
イ
シ
ュ
ナ
ー
（
犀
昌
“
旦
具

序
匡
の
、
言
閏
）
の
未
亡
人
、
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
・
エ
ー
ベ
リ
ン
グ

負
○
具
○
ａ
国
團
①
冒
哩
と
結
婚
し
た
。
一
七
四
五
年
五
月
二
九

ク
ル
ム
ス
の
著
作
の
一
つ
に
、
《
《
甸
開
９
２
－
５
固
〆
閏
‐

ｏ
詳
禺
５
口
匡
日
面
ゴ
湧
冒
閏
匡
目
号
ぐ
四
目
の
四
８
国
①
。
ご
昌
印
吊
冒
の

且
冒
号
８
９
国
白
目
目
国
行
ヨ
》
書
自
然
哲
学
各
論
集
成
」
、
一
七

二
九
年
グ
ダ
ン
ス
ク
刊
）
が
あ
る
。
こ
の
本
は
そ
れ
ぞ
れ
が
数
ペ

ー
ジ
か
ら
な
る
発
表
年
の
異
な
る
三
九
の
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た

小
論
文
の
集
成
で
、
各
論
文
毎
に
そ
の
論
文
を
提
出
し
た
学
生
名

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
論
文
に
も
指
導
者
ク
ル
ム
ス
の
名
前

が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
物
理
学
、
地
学
、
鉱
物
学
、
天
文

学
、
気
象
学
、
植
物
学
、
動
物
学
、
解
剖
学
、
発
生
学
、
生
理
学
、

感
覚
、
内
科
学
、
薬
物
学
な
ど
で
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
最
終
学
年
に

お
け
る
卒
業
論
文
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
内
容
か
ら
、

ク
ル
ム
ス
は
単
に
内
科
学
だ
け
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な

く
、
当
時
、
自
然
哲
学
と
呼
ば
れ
た
自
然
科
学
全
体
を
視
野
に
入

れ
、
教
育
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
新
見
女
子
短
期
大
学
）
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